


錦
水
旅
館（
兵
庫
県
・

城
崎
温
泉

）
大
将
　
伸
介
さ
ん

城崎を楽しめる宿

古
湯
温
泉
旅
館
組
合
青
年
部
（
努
力
賞
）

日
本
一
の
お
に
ぎ
り
を

食
べ
る
会
ｉ
ｎ
古
湯
温
泉

⑳

第回

箱
根
駅
伝
を
支
え
た
温
泉
宿

帝国データ
調 査　件数、額とも増加

９件、負債億万円
月
の
倒
産

ホ
テ
ル
旅
館

宿
泊
料
は
．
％
減
少


月
の
家
計
消
費
状
況
調
査（
速
報
）


月
の
消
費
支
出

教
養
娯
楽
な
ど
減
少

総
務
省
の
家
計
調
査
報
告

２
件
、負
債

億
円


月
の
旅
行
業
者
倒
産

完
全
失
業
率

㌽
低
下

総
務
省
調
査
、
月

　

宿
の
特
徴
は
。

　
「
城
崎
の
ま
ち
の
中
の

小
さ
な
旅
館
で
す
の
で
、

城
崎
温
泉
を
ど
う
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
か
を
主
眼
に

し
た
旅
館
づ
く
り
を
し
て

い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う

貸
切
露
天
風
呂
を
備
え
、

食
事
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
個

室
で
提
供
し
て
い
ま
す
」

　

ど
ん
な
貸
切
露
天

風
呂
が
あ
る
の
で
す
か
。

　
「
岩
、
陶
器
、
ヒ
ノ
キ

と
設
え
の
違
う
３
カ
所
が

あ
り
ま
す
。
温
泉
は
源
泉

掛
け
流
し
。
部
屋
数

室

に
対
し
て
３
カ
所
で
す
か

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に

つ
か
れ
ま
す
」

　

独
自
の
サ
ー
ビ
ス

は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
城
崎
温
泉
で
は
よ
く

や
っ
て
い
ま
す
が
、
男
女

と
も
に
柄
浴
衣
の
貸
出
を

し
て
い
ま
す
。
女
性
に
は

ブ
ラ
ン
ド
も
の

の
浴
衣
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

普
段
と
は
違
っ

た
装
い
で
、
城

崎
の
ま
ち
歩
き

を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す

ね
」

　

最
近
の

客
層
で
気
づ
く

こ
と
は
。

　
「
城
崎
温
泉

は
ミ
シ
ュ
ラ
ン

で
二
つ
星
を
獲

得
し
た
こ
と
も
あ
り
、
外

国
人
客
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
ア
ジ
ア
６
割
、
欧
米

４
割
ぐ
ら
い
な
の
で
、
他

の
地
域
と
比
べ
れ
ば
、
欧

米
か
ら
の
客
が
け
っ
こ
う

多
い
で
す
。
春
秋
の
城
崎

の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
外
国

人
客
で
溢
れ
て
い
ま
す
」

　

外
国
人
対
応
で
困

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
外
湯
め
ぐ
り
の
や
り

方
な
ど
、
皆
さ
ん
城
崎
の

こ
と
を
よ
く
勉
強
し
て
い

る
の
で
、
丁
寧
に
説
明
す

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

　

城
崎
温
泉
全
体
で

何
か
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
「
街
中
の
交
通
量
が
多

い
の
で
迂
回
路
を
造
る
な

ど
街
並
み
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

志
賀
直
哉
な
ど
多
く
の
文

人
に
愛
さ
れ
た
街
を
見
直

す
取
り
組
み
と
し
て
、

『
城
の
崎
に
て
』
の
注
釈

本
や
、
万
城
目
学
さ
ん
に

小
説
『
城
崎
裁
判
』
を
執

筆
し
て
い
た
だ
き
、
９
月

か
ら
地
域
限
定
で
販
売
す

る
な
ど
、
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
努
力
し
て
お
り
ま

す
」

　
【
１
泊
２
食
付
き
１
万

８
千
円
か
ら
】

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
佐
賀
市
富
士
町
の
古
湯
温
泉
旅
館

組
合
青
年
部
は
、
「
日
本
一
の
お
に

ぎ
り
を
食
べ
る

会
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。

お
よ
そ
３
５
０
人

の
宿
泊
客
ら
に
、
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド

米
や
海
苔
を
使
っ
た
「
日
本
一
の
お

に
ぎ
り
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
昭
和

年
の
「
昭
和
の
大
合
併
」

で
、
「
霊
峰
富
士
の
よ
う
な
日
本
一

の
町
づ
く
り
を
」
と
誕
生
し
た
富
士

町
。
一
帯
で
は
、
「
特
Ａ
評
価
」
を

受
け
る
「
さ
が
び
よ
り
」
や
「
杉
山

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

米
、
日
本
一
の
消
費
量
を
誇
る
「
佐

賀
海
苔
」
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　
青
年
部
で
は
、
富
士
山
の
世
界
遺

産
登
録
が
決
ま
っ
た
平
成

年
、
こ

れ
ら
の
食
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も

に
、
「
日
本
一
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン

ト
を
」
と
、
同
事
業
を
企
画
。

年

２
月

日
に
実
施
し
た
。

　
１
８
０
０
個
の
お
に
ぎ
り
を
地
元

の
児
童
、
生
徒
、
学
生
や
自
治
会
婦

人
部
ら
の
協
力
で
つ
く
っ
た
。
同
時

に
振
る
舞
っ
た
味
噌
汁
の
具
の
野
菜

も
、
こ
の
日
の
た
め
に
子
供
た
ち
が

無
農
薬
で
つ
く
っ
た
も
の
だ
。

　
使
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
「
さ
が
び

よ
り
」
は
日
本
穀
物
検
定
協
会
か
ら

食
味
の
「
特
Ａ
評
価
」
を
受
け
る
逸

品
。
「
佐
賀
海
苔
有
明
海
一
番
」
も

１
万
枚
に
３
枚
程
度
し
か
採
れ
な
い

と
い
う
稀
少
な
品
だ
。
「
日
本
一
の

お
に
ぎ
り
」
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ
た

イ
ベ
ン
ト
は
、
地

域
の
人
々
と
宿
泊

客
ら
全
て
に
喜
ば

れ
た
。

１  ，  ，
２  ，  ，
３  ，  ，
４  ，  ，
５  ，  ，
６  ，  ，
７  ，  ，
８  ，  ，
９  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，
合計  ，  ，

ホテル・旅館経営業者の倒産

月 件数 負債総額
（百万円） 件数 負債総額

（百万円）

年 年

（１４）第２７８０号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１月１日（木曜日）

　
昨
年
の
お
正
月
は
箱
根
の
温
泉

宿
で
過
ご
し
、
箱
根
駅
伝
を
観
戦

し
ま
し
た
。
そ
し
て
以
前
、
箱
根

駅
伝
の
選
手
が
宿
泊
し
て
い
た
箱

根
塔
ノ
沢
温
泉
の
一
の
湯
の
小
川

晴
也
さ
ん
に
聞
い
た
話
を
思
い
出

し
た
の
で
す
。
一
の
湯
は
、
創
業

３
７
０
年
の
箱
根
屈
指
の
老
舗
宿

で
す
。
　

　
塔
ノ
沢
温
泉
は
箱
根
湯
本
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
５
分
ほ
ど
、
歩
い

て
も

分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
駅
伝
の
ル
ー
ト
で
言
え

ば
、五
区
と
六
区
の
道
沿
い
。走
る

選
手
か
ら
見
れ
ば
、
箱
根
湯
本
駅

か
ら
塔
ノ
沢
エ
リ
ア
を
通
り
過
ぎ

た
と
こ
ろ
で
、さ
あ
、こ
れ
か
ら
難

所
の
「
山
登
り
」
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
塔
ノ
沢
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　
小
川
さ
ん
の
話
は
戦
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
れ
は
昭
和


年
か
ら

年
の
こ
ろ
、
同
じ
塔
ノ

沢
温
泉
の
環
翠
楼
は
明
治
大
学
や

早
稲
田
大
学
、
福
住
楼
は
立
教
大

学
、
一
の
湯
は
慶
応
大
学
の
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
選
手
が
箱
根
に
入
っ
て
来
る
の

は
前
日
、
早
く
て
も
前
々
日
で
し

た
。
選
手
は
と
て
も
緊
張
し
て
い

て
、
そ
の
緊
張
感
で
食
事
は
の
ど

を
通
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う

で
、
そ
ん
な
選
手
の
胃
袋
に
す
っ

と
入
っ
て
い
っ
た
の
が
豆
腐
で
し

た
。
塔
ノ
沢
地
区
は
清
冽
な
湧
水

で
知
ら
れ
、
各
旅
館
は
湧
水
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
を
使
っ

た
名
物
料
理
が
豆
腐
な
の
で
す
。

選
手
は
こ
の
豆
腐
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
も
と
で
あ
る
白
い
ご
飯
を
食
べ

て
胃
袋
を
満
た
し
た
そ
う
で
す
。

　
夕
食
を
終
え
る
と
、お
風
呂
へ
。

温
泉
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温
泉

で
、
透
明
感
は
抜
群
。
柔
ら
か
い

肌
触
り
の
湯
で
す
。
こ
こ
で
選
手

の
み
ん
な
で
湯
に
浸
か
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
迎
え
た
当

日
。
こ
の
こ
ろ
は
、
選
手
を
援
護

す
る
車
の
前
に
、
箱
根
の
人
た
ち

が
応
援
す
る
た
め
に
自
前
で
応
援

車
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
一
の
湯
の
名
物
仲
居
で

あ
り
、
選
手
の
世
話
係
も
し
て
い

た
〝
お
し
げ
さ
ん
〟
も
応
援
車
に

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
お
し
げ
さ
ん

は
選
手
の
こ
ま
ご
ま
し
た
用
事
を

足
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
お

し
げ
さ
ん
、
宿
の
前
を
走
る
選
手

の
応
援
の
つ
も
り
が
、
応
援
に
熱

を
入
れ
過
ぎ
て
、
車
か
ら
降
り
る

こ
と
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
大
手
町

の
ゴ
ー
ル
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
い
ま
す
。

　
年
が
い
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
仲
居
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
し
げ
さ
ん
は
年
ご
ろ
の

歳
前

後
だ
っ
た
そ
う
で
、
奇
麗
な
女
性

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
緊
張
し
て
い

る
選
手
の
世
話
を
し
て
い
る
う
ち

に
情
で
も
う
つ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
若
さ
ゆ
え
か
、
選

手
に
恋
で
も
し
た
の
で
し
ょ
う
か

…
。
な
ん
と
お
し
げ
さ
ん
、
髪
を

振
り
乱
し
な
が
ら
応
援
し
て
、
そ

の
姿
は
当
時
の
箱
根
で
は
か
な
り

話
題
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
年
も
箱
根
駅
伝
が
近
く
な
り

ま
し
た
。（

温
泉
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

第回

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
消
費
状
況
調
査
（
支
出
関
連
項
目
、２
人
以
上
の
世
帯
）

の
２
０
１
４
年

月
分
速
報

を
公
表
し
た
。
同
月
の
宿
泊

料
へ
の
支
出
は
１
世
帯
当
た

り
２
５
０
９
円
で
、
前
年
同

月
比
で
実
質
６
・
９
％
減
少

し
た
。

　
調
査
は
購
入
頻
度
が
少
な

い
高
額
な
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
へ
の
支
出
を
調
べ
た
も

の
。

　
観
光
関
係
で
は
こ
の
ほ

か
、パ
ッ
ク
旅
行
費（
国
内
）

が
４
２
７
１
円
で
、
同
９
・

１
％
減
。
パ
ッ
ク
旅
行
費

（
外
国
）が
２
７
８
６
円
で
、

同
２
・
８
％
増
。
航
空
運
賃

が
７
８
２
円
で
、
同

・
２

％
減
。

　

の
支
出
項
目
別
で
増
加

率
が
高
か
っ
た
の
は
、

・

３
％
増
の
自
動
車
（
中
古

車
）
、

・
６
％
増
の
挙
式

・
披
露
宴
費
用
、

・
２
％

増
の
和
服
（
男
子
用
・
婦
人

用
）
、

・
２
％
増
の
出
産

以
外
の
入
院
料
な
ど
。

　
減
少
率
が
高
か
っ
た
の

は
、

・
０
％
減
の
デ
ジ
タ

ル
放
送
チ
ュ
ー
ナ
ー
・
ア
ン

テ
ナ
、

・
０
％
減
の
ス
テ

レ
オ
セ
ッ
ト
、

・
１
％
減

の
テ
レ
ビ
な
ど
。

　

項
目
中

項
目
で
前
年

同
月
を
下
回
っ
た
。

　
同
月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
支
出
総
額
は
１

世
帯
当
た
り
６
３
８
６
円

で
、
同
４
・
５
％
増
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
支

出
の
あ
っ
た
世
帯
割
合
は


・
１
％
で
、
前
年
同
月
（


・
９
％
）
を
０
・
２
㌽
上
回

っ
た
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
調
査
報
告
（
２
人
以
上
の

世
帯
）
の

月
分
速
報
を
公

表
し
た
。
同
月
の
消
費
支
出

は
１
世
帯
当
た
り

万
８
５

７
９
円
で
、
前
年
同
月
比
で

実
質
４
・
０
％
減
少
し
た
。


の
項
目
別
で
は
、
教
養
娯

楽
な
ど
９
項
目
で
減
少
。
保

健
医
療
の
み
が
増
加
し
た
。

　
教
養
娯
楽
は
同
５
・
６
％

減
の
２
万
７
７
６
９
円
と
、

７
カ
月
連
続
で
実
質
減
少
。

国
内
パ
ッ
ク
旅
行
費
、
ゴ
ル

フ
プ
レ
ー
料
金
な
ど
が
減
少

に
寄
与
し
た
。

　
交
通
・
通
信
は
同
４
・
７

％
減
の
４
万
３
８
９
５
円

と
、
２
カ
月
ぶ
り
に
実
質
減

少
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
４
年

月
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
業
者
の

倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以
上

の
法
的
整
理
）
は
９
件
、
負

債
総
額
は

億
６
２
０
０
万

円
だ
っ
た
。
件
数
は
前
月
比

２
件
、
前
年
同
月
比
３
件
そ

れ
ぞ
れ
増
加（

・
６
％
増
、


・
０
％
増
）
。
負
債
総
額

は
前
月
比

億
３
３
０
０
万

円
、
前
年
同
月
比

億
４
７

０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加

（
１
５
３
・
５
％
増
、
１
１

７
・
６
％
増
）
し
た
。

　
件
数
は
３
カ
月
連
続
の
１

ケ
タ
台
。
た
だ
、
５
月
、
８

月
の

件
に
次
ぐ
２
０
１
４

年
で
３
番
目
に
高
い
数
字
と

な
っ
た
。

　
負
債
総
額
は

カ
月
連
続

で
１
０
０
億
円
の
大
台
を
下

回
っ
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比

件
減

（

・
６
％
減
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
２
２
４
億
４

７
０
０
万
円
減
（

・
１
％

減
）
の
３
６
４
億
７
４
０
０

万
円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
４
年

月
の

旅
行
業
者
の
倒
産
は
２
件
、

負
債
総
額
は
４
億
６
千
万
円

円
だ
っ
た
。

　
件
数
は
前
月
と
同
数
。
前

年
同
月
比
で
は
２
件
減
少

（

・
０
％
減
）
し
た
。

　
負
債
総
額
は
前
月
比
４
億

２
千
万
円
、
前
年
同
月
比
１

億
６
千
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加

（
１
０
５
０
・
０
％
増
、


・
３
％
増
）
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
７
件
減

（

・
５
％
減
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同

億
２
２
０

０
万
円
増
（

・
５
％
増
）
の

億
７
千
万
円
。

　
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
、
２
０
１
４
年

月

の
完
全
失
業
率
（
速
報
、
季

節
調
整
値
）
は
３
・
５
％
で

前
月
比
０
・
１
㌽
低
下
し
た
。


